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第
十
章 

川
越
の
市
制
施
行
六
十
周
年
祝
賀
行
事 

 
◆ 
埼
玉
県
で
最
初
に
「
市 し

」
に
な
っ
た
の
は
川
越 

 

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
の
国
民
新
聞
夕
刊
の
見
出
し
は
、
「
芋
の
川
越
町
が
い
よ
い
よ
市
に
な
る
。

埼
玉
県
で
は
初
め
て
の
市
」
で
、
そ
れ
は
関
東
大
震
災
の
前
年
の
こ
と
だ
っ
た
。 

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
は
、
市
制
施
行
か
ら
六
十
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

祝
賀
記
念
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
サ
ツ
マ
イ
モ
関
係
の
も
の
だ
っ
た
の
は
、
川
越
い
も
研
究
会

の
「
川
越
い
も
歴
史
展
」
と
、
福
原
公
民
館
主
催
の
「
さ
つ
ま
い
も
ト
ー
タ
ル
学
講
座
」
だ
っ
た
。 

 

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
の
こ
と
、
拙
稿
「
川
越
い
も
の
作
り
初
め
」
が
埼
玉
県
郷
土
文
化
会
の
「
埼

玉
史
談
」
十
八
巻
四
号
に
載
っ
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
と
い
う
川
越
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
、
ベ
ー
リ･

ド
ゥ
エ

ル
先
生
か
ら
、
こ
ん
な
電
話
が
あ
っ
た
。 

「
わ
た
し
は
川
越
在
住
で
、
そ
こ
に
あ
る
国
際
商
科
大
学
（
現
・
東
京
国
際
大
学
）
の
英
語
教
師
で
す
。

同
時
に
上
智
大
学
の
大
学
院
に
も
籍
を
置
き
、
文
化
人
類
学
の
研
究
も
し
て
い
ま
す
。
同
じ
川
越
の
人
で
、

サ
ツ
マ
イ
モ
文
化
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
嬉
し
い
で
す
。 

ど
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に
そ
の
勉
強
を
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
。 

 

わ
た
し
も
同
じ
町
に
、
同
じ
こ
と
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
人
が
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。

そ
れ
で
さ
っ
そ
く
立
ち
上
げ
た
の
が
「
川
越
い
も
研
究
会
」
だ
っ
た
。
と
言
っ
て
も
、
た
っ
た
二
人
だ
け
の
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会
で
は
心
細
い
。
ま
ず
は
同
志
を
増
や
す
こ
と
に
し
た
。 

そ
れ
で
仲
間
に
な
っ
て
も
ら
え
た
人
び
と
は
、
埼
玉
県
立
園
芸
試
験
場
の
佐
藤
光
興
技
師
・
埼
玉
県
立
川

越
農
業
高
校
の
柏
俣
和
夫
教
諭
・
砂
糖
問
屋
の
田
中
利
明
社
長
・
元
町
二
丁
目
の
木
下
雅
博
自
治
会
長
・
川

越
氷
川
神
社
の
山
田
勝
利
宮
司
・
川
越
市
教
育
委
員
会
の
大
野
正
巳
さ
ん
な
ど
だ
っ
た
。 

お
か
げ
で
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
研
究
会
の
実
力
を
試
す
チ
ャ
ン
ス
が
す
ぐ
来
た
。
市
制
施
行
六
〇
周
年
記

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
開
催
し
た
「
川
越
い
も
の
歴
史
展
」
が
そ
れ
だ
っ
た
。
そ
の
会
場
は
蔵
造
り
の
町
並

み
の
真
ん
中
に
あ
る
「
蔵
造
り
資
料
館
」
で
、
会
期
は
、
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
長
期
間
だ
っ
た
。 

そ
の
日
々
の
当
番
は
、
木
下
さ
ん
夫
妻
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
本
職
が
あ
る
他
の
会
員
は
、

毎
日
出
な
く
て
済
ん
だ
。
出
た
の
は
土
曜
日
の
午
後
や
日
曜
日
だ
け
で
済
ん
だ
。 

そ
の
代
わ
り
に
な
る
「
川
越
い
も
の
歴
史
」
と
い
う
冊
子
も
つ
く
っ
た
。
そ
の
著
者
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。 

山
田
勝
利
「
は
じ
め
の
こ
と
ば
」 

井
上 

浩
「
川
越
芋
の
歴
史
」 

佐
藤
光
興
「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
素
顔
」 

柏
俣
和
夫
「
川
越
地
方
の
ベ
ニ
ア
カ
の
作
り
方
」 

佐
藤
光
興
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
川
越
地
方
の
サ
ツ
マ
イ
モ
関
係
資
料
よ
り
」 

田
中
利
明
「
川
越
名
産
の
い
も
菓
子
」 

ベ
ー
リ
・
ド
ゥ
エ
ル
「
甘
藷
の
由
来
」 

宮
崎 

稔
「
表
紙
デ
ザ
イ
ン
」 

大
野
正
巳
「
編
集
」 
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同
展
の
展
示
品
で
も
っ
と
も
好
評
だ
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ツ
マ
イ
モ
品
種
の
実
物
と
川
越
名
物
の

イ
モ
菓
子
だ
っ
た
。
そ
れ
を
会
場
に
飾
り
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
集
め
て
展
示
し
た
。 

心
配
だ
っ
た
の
は
、
お
客
さ
ん
の
「
入
り
具
合
」
だ
っ
た
。
だ
が
、
や
っ
て
み
た
ら
毎
日
、
意
外
な
ほ
ど

多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
。
特
に
土
・
日
は
大
入
り
満
員
に
な
っ
た
。
そ
の
人
た
ち
が
口
々
に
、「
さ

す
が
は
川
越
だ
。
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
」
と
ほ
め
て
く
れ
た
。 

 

◆ 

福
原
公
民
館
の
活
躍 

 

川
越
市
内
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
代
表
的
産
地
と
言
え
ば
、
福
原
地
区
と
大
東
地
区
の
二
か
所
だ
っ
た
。
そ
の

福
原
地
区
の
公
民
館
と
大
東
地
区
公
民
館
の
共
催
事
業
に
、
市
制
六
十
周
年
記
念
の
「
さ
つ
ま
い
も
ト
ー
タ

ル
学
講
座
」
も
あ
っ
た
。 

そ
こ
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
川
越
市
民
が
四
十
人
も
集
ま
っ
た
。
そ
の
企
画
者
だ
っ
た
福
原

公
民
館
主
事
、
山
田
英
次
さ
ん
は
そ
の
翌
々
年
、
講
座
参
加
者
有
志
と
講
師
を
母
体
と
す
る
「
川
越
い
も
友

の
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。 

そ
れ
で
、
で
き
た
て
の
「
川
越
い
も
研
究
会
」
は
発
展
的
解
散
と
な
り
、「
友
の
会
」
と
合
流
し
た
。
新
し

い
会
の
初
代
会
長
に
は
、
「
川
越
い
も
研
究
会
」
の
会
員
だ
っ
た
田
中
利
明
さ
ん
が
な
り
、
事
務
局
長
は
企

画
力
と
実
行
力
抜
群
の
福
原
公
民
館
主
事
、
山
田
英
次
さ
ん
と
な
っ
た
。 

 

川
越
い
も
友
の
会
は
発
足
当
初
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
た
。
福
原
地
区
農
家
の
畑
の
一
部
を

借
り
て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
実
習
や
郷
土
料
理
研
究
家
を
招
い
て
の
イ
モ
料
理
つ
く
り
。
福
原
公
民
館
で
の
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「
川
越
い
も
祭
」
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
小
冊
子
の
発
行
。
国
内
で
は
鹿
児
島
県
へ
、
海
外
で
は
中
国
と
ア
メ

リ
カ
へ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
事
情
視
察
団
派
遣
。
そ
し
て
わ
が
国
の
サ
ツ
マ
イ
モ
研
究
者
を
招
い
て
の
学
習
会
な

ど
が
そ
れ
だ
っ
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
そ
れ
を
「
サ
ツ
マ
イ
モ
復
権
運
動
」
な
ど
と
し
て
盛
ん
に
取
り
上

げ
て
く
れ
た
。
そ
の
活
動
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
も
の
だ
っ
た
。 

 

◆ 

「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
日
」
宣
言 

 

川
越
い
も
友
の
会
の
諸
活
動
で
、
全
国
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
毎
年
の
十
月
十
三
日
を
サ
ツ
マ

イ
モ
の
日
と
す
る
」
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。 

そ
う
な
っ
た
の
は
、
十
月
は
全
国
的
に
見
て
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
の
最
盛
期
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

十
三
日
は
、
焼
き
い
も
屋
の
看
板
だ
っ
た
「
ク
リ
（
九
里
）
よ
り
（
四
里
）
う
ま
い
十
三
里
」
の
十
三
里
や
、

川
越
と
東
京
間
の
陸
路
距
離
か
ら
出
て
い
る
。 

そ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
日
が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
全
国
的
な
も
の
に
し
て
く
れ
た
の
が
、
全
国
各
地
の
青

物
関
係
業
者
だ
っ
た
。
そ
の
十
月
十
三
日
を
、
「
令
和
」
に
な
っ
た
今
も
毎
年
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
特
売
日
な

ど
と
し
て
宣
伝
し
て
く
れ
て
い
る
。 
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川越いも文化史の研究は、オンリーツーとしてベーリ・ドゥエル先生と  

１９８１年より行われた。  

（１９８３年、山田英次画）  

 

 

 


